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はじめに

　化粧品は水溶性成分や油性成分，粉末
など，互いに溶解しない物質を組み合わ
せて作るものが多く，その多くはコロイ
ドに分類されます。そのため，乳化や分
散技術の役割は大きいです。ここでは化
粧品の乳化技術について紹介します。

乳化について

　乳化は互いに混ざり合わない液体を他
方の液体に分散させる技術であり，乳化
方法には大きく分けて 2つの方法があり
ます。
　1つは塊あるいは粗大粒子分散系から
出発し機械的に分割あるいは破砕し微細
化してコロイド粒子サイズまでに到達さ
せる方法（分散法あるいはトップダウン
法）ともう 1つは非常に小さい核から出
発しコロイド粒子サイズまでに成長させ
る方法（凝縮法あるいはボトムアップ法）
です。
　凝縮法は界面に乳化剤を効率良く吸着
させて液滴を微細化できるため，化粧品
分野で発展し数多くの乳化方法が使われ
ていています。その中でも，D相乳化法 1）

や液晶乳化法 2）は有名で，微細なエマル
ションを効率良く生成する手段として使
われています。

化粧品の製造について

　化粧品に使われる油性成分には融点の
高いロウ類，脂肪酸や高級アルコールが
あり，化粧品の製造では加熱溶解する必
要があります。一般には油性成分と水溶
成分を 80 ℃程度まで加熱・溶解させた
後，混合（乳化）して室温付近まで冷却
する方法が一般的です。そのため，凝縮
法を利用したエマルションの調製では大
きなエネルギーを必要としませんが，原
料の溶解による加熱・冷却のプロセスに
より大量のエネルギーが消費されます。

低エネルギー乳化について

　化粧品製造においても，SDGsの推進
により製造方法の見直しが急務となりま
す。
　1970年代のオイルショックと同時期
に，アメリカのT. J. Lin氏は1976年に低
エネルギー乳化（LEE）を提唱し，日本
でもいくつかの成功事例が紹介されてい
ます 3）。LEEは2段階のプロセスで化粧品

（乳化製剤）を製造する方法です。最初の
ステップでは外相（分散媒）となる一部
の溶液と内相（分散質）となる溶液を加
熱・混合して濃縮エマルションを作り，
次のステップでは室温付近の分散媒の溶
液で希釈しながら冷却する方法です。こ
の方法の利点は，省エネ効果だけでな
く，製造時間の短縮，冷却装置，排水処
理の負担を軽減する製造方法になりま
す。LEEは乳化製剤（クリームや乳液）
だけでなく，シャンプーやコンディショ
ナーなどにも使われています。

おわりに

　SDGsの目標達成に向かって様々な取
り組みが検討されています。その中で，
私たちは 50年以上前のオイルショック
で経験した技術を見直すことで，省エネ
や環境問題を解決するヒントを得るのか
もしれません。
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